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CDA-1000 ムレミカズキモの測定 
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 １．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

化学物質の審査及び製造等の規制に関する

法律（化審法）に基づく新規化学物質の届出に

際して要求される藻類生長阻害試験として、単

細胞緑藻類 Pseudokirchneriella subcapitata（ム
レミカヅキモ）を用いた手順が紹介されていま

す。 

工場や製造設備など事業所からの排水に関し

ては、水質汚濁防止法によって CODやカドミウ

ムなど複数項目の測定が義務づけられています

が、膨大な数の化学物質を管理していくことは困

難であること、排水の流れ込む環境中の水生生物

への影響は管理されていないことから、生物応答

を利用した排水管理手法（Whole Effluent 
Toxicity：WET）（全排水毒性）の導入が検討さ

れています。 
WET試験は、既にアメリカで施行されており、

事業所排水を試験生物に暴露して孵化や増殖、挙

動異常などの生物応答を用いて排水の安全性を

総合的に評価する手法です。日本では環境省にて

導入の検討が進められており、先立って複数の企

業が排水の自主管理としてWET試験を利用し

ている状況であり、試験のひとつとして藻類生長

阻害試験が取り入れられ、ムレミカヅキモを用

いた評価が行われています。 

そこで、ムレミカズキモを測定試料とした場合

の CDA測定データを示します。 

 

 

２．試料２．試料２．試料２．試料    

ムレミカヅキモ 
（Pseudokirchneriella subcapitata） 

(国立環境研究所 NIES-35) 
株を入手後、明暗 12時間環境下で培養 

 
３３３３．装置条件．装置条件．装置条件．装置条件    

装置 ：CDA-1000 
検出器 ：100μm 
X 軸 ： 粒子径 

モード ：標準モード 

 

４４４４．測定条件．測定条件．測定条件．測定条件 

希釈液 ：セルパック 
分析量 ：500μL 
希釈倍率 ：100倍 

カウント数が 10000 を超えないよ

うに希釈倍率を設定 
 

５５５５．総括．総括．総括．総括    

再現性よく測定できたことから、ムレミカズキ

モが CDA の測定試料として問題ないとわかっ

た。排水や環境水の評価として用いられる藻類生

長阻害試験のデータ取得に CDA が活用されるこ

とを期待する。 
 
６６６６．測定結果．測定結果．測定結果．測定結果    

1) 濃度 

再現性よく測定できており問題ないと考える。 

同一試料を 10回測定した結果は次の通り。 

 

 濃度 

1回目 1.10×106/mL 

2回目 1.07×106/mL 

3回目 1.11×106/mL 

4回目 1.12×106/mL 

5回目 1.09×106/mL 

6回目 1.07×106/mL 

7回目 1.07×106/mL 

8回目 1.09×106/mL 

9回目 1.07×106/mL 

10日目 1.07×106/mL 

平均 1.09×106/mL 

標準偏差 1.90×104 

CV% 1.75% 

 

 
図図図図 1111 濃度 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の

測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 

    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 

図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 

図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 

図 10 S.pombe 経時変化 
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3) 粒度分布 
細胞由来のピークが明確な粒度分布を得た。 
 

 
測定 1回目 

    
測定 3回目 

    
測定 5回目 

    
測定 7回目 

 
測定 10回目 

図図図図 3 3 3 3 粒度分布 

 

 

    

2) 平均粒子径 

平均粒子径についても再現性よく測定できて

おり問題ないと考える。 

同一試料を 10回測定した結果は次の通り。 

 

 平均粒子径 

1回目 4.45μm 

2回目 4.44μm 

3回目 4.45μm 

4回目 4.44μm 

5回目 4.42μm 

6回目 4.44μm 

7回目 4.44μm 

8回目 4.43μm 

9回目 4.40μm 

10日目 4.42μm 

平均 4.43μm 

標準偏差 0.016 

CV% 0.36% 

    

    
図図図図 2222    平均粒子径 

 

 

 

 
 

CDA-1000 ムレミカズキモの測定 No.CDA-SCJ 14003 


